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市長コラム

観光がつなぐもの

ときのあれこれ

Collection　―　ときコレ
（　自然薯　）

「食」

土
岐
市
長　

加
藤
靖
也

土
岐
市
に
は
自
然
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

市
の
北
部
に
は
土
岐
川
が
流
れ
、
南
の
愛
知

県
境
に
は
三
国
山
が
あ
り
、
普
段
の
生
活
の

中
で
も
季
節
の
変
化
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

先
月
、
恒
例
と
な
っ
た
「
曽
木
公
園
も
み

じ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
が
行
わ
れ
、
名
物
の
逆

さ
紅
葉
を
目
当
て
に
訪
れ
た
多
く
の
観
光
客

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
13
年
前
に
地
元
の
有
志

の
方
が
始
め
た
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、
今
で
は

関
東
・
関
西
地
方
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
な
ど
、

期
間
中
に
約
３
万
人
の
来
場
者
を
集
め
る
紅

葉
の
名
所
と
な
り
ま
し
た
。

曽
木
公
園
の
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、
土

岐
市
の
誇
る
観
光
名
所
で
す
が
、
そ
の
素
晴

ら
し
さ
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
支
え
て
い
る

と
こ
ろ
に
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
土
岐
津

町
高
山
や
妻
木
町
で
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

史
跡
や
自
然
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

近
年
、
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
呼
ば
れ

る
自
然
や
文
化
な
ど
地
域
に
あ
る
資
源
を
生

か
し
た
観
光
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
レ
ジ

ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
よ
う
な
派
手
さ
は
な
く
て

も
、
そ
の
土
地
の
観
光
資
源
を
介
す
る
、
地

域
の
人
と
訪
れ
る
人
と
の
交
流
が
今
の
時
代

に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

市
で
は
現
在
、
観
光
振
興
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
観
光
資
源
を
生
か
し
、

交
流
人
口
を
増
や
す
取
り
組
み
を
支
援
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

土岐市の山野にも自生する自然薯（じねんじょ）
は、ヤマノイモ科に属する日本原産のつる性植物
です。イモは粘りが強く、古くから滋養強壮食と
して食されてきました。また、消化酵素をたくさ
ん含んでいることから、速やかな消化を助ける作
用もあります。
自然薯の成長は、新生イモが発芽を始めると前

年のイモである親イモが栄養を新生イモに補給し、
代を引き継ぐように親イモは朽ちてしまいます。
これを繰り返し自然薯は肥大していきます。
土岐市ではお正月の２日、自然薯をすりおろし

た“とろろご飯”を食べる習慣がありますが、お
正月にいただくとろろご飯には、ご馳走を食べた
お腹を休めるほか、家系が末永く続くことを願う
気持ちが込められているのかもしれません。
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